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事 業 報 告 書 

工組・支部名 ： 北海道電気工事業協同組合 とかち支部 

資 料 提 出 日 ：2018 年 9 月 13 日 

  

１．【事業名】   北電・青年部研修座談会 

 

２．【実施日時】 9 月 4 日(火) 18：00～ 

 

３．【実施場所】 十勝電気工事業協同組合 2 階 第１会議室 

 

４．【提言書 2016 との適合性】本事業に当てはまる項目番号と提言書ページ数をご記入ください 

  ①人材育成と後継者育成（P.5～）  ②組合員の経営安定化の支援（P.12～） 

  ③技術・施工品質の向上と経営能力の向上（P.16～） 

  ④その他（               ） 

◎項目番号：          ◎提言書ページ：        

 

５．【事業目的】  

私達、青年部員は、日々安全かつ工期通りに施工する上で、北電様との意思疎通は、非常に重

要です。今年度も北電様と研修座談会を開催し、部員の更なる知識向上を図ると共に北電職員様

と交流を深め、良好な関係と相互理解を深める事を目的とします。 

 

６. 【事業内容】  

北電・青年部の交流を目的とした研修座談会を開催します。 

座談会は、名刺交換会と北電・青年部が事前に考えた問題を、北電・青年部の混合チーム対抗ク

イズ大会とします。 

名刺交換会は、北電様が 2020 年 4月の法的分離にむけ社内分社化での部署名等の変更、青年部

員も社名や役職等の変更がある人がいる為、お互いの現状を再確認します。 

クイズ大会は、昨年まではグループ討議を開催していましたがマンネリ感を感じているため、

新たにクイズ大会にすることで、座学よりも記憶に残り、共に同じ問題を考える事でより懇親が

深まるのでは？と考えました。景品等を用意してチーム戦にし、楽しく、懇親もより深まると考

えます。 

 

７．【参加員数】 青年部員 24 名、北電様 15名 計 39 名 

 

８．【外部協力者】 北海道電力株式会社 

 

９．【事業総額】  42,706 円（景品代 6,706 円、懇親会負担金 36,000 円） 
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10．【事業の成果】  

昨年までの北電・青年部意見交換会は、グループ討論が主でしたが、経験の浅い青年部員から質

問等がでない、そのため、北電職員様が業務に関わる話をして終わってしまうということなどがあ

りました。 

今年度は、北電社内分社化に伴い、発電・販売部門と送配電部門の双方が業務内容に支障がない

問題、北電・青年部がお互いに理解を深めるような問題を用意し、クイズ大会を開催することとし

ました。 

 クイズ大会は、お互いの理解も深まり、共に回答を考える事で親交も生まれ、良かったとの声も

頂戴できました。今後も継続していく事業であると思います。 

 

11．【反省点または工夫した点】   

・名刺交換会の開催 

北電社内分社化に伴い社名や部署名変更、青年部員は役職等が変更した人がいるため、お互いの

現状を確認できる機会を作るべきと思い、名刺交換会を実施しました。 

反省として、順番待ちの時間が多くなってしまった人、名刺枚数が足りない人が多かったので、

待ち時間を出さないよう２列になるなど考える必要があります。名刺持参は、再度、メール、ライ

ン等により周知をすべきだと思いました。 

 

・クイズ大会 

北電様社内の業務内容に支障がない問題、青年部員・北電職員様のお互いの知識向上の点から事

前に問題を精査することで、内容の充実を計る工夫をしました。 

クイズは、共に回答を考え、親交を深める点では、狙い通りでしたが、解説や質問時間が短いと

の意見もあり、解説や質疑応答を充実させる必要があると思いました。 

(北電様へパワーポイントによる解説をお願いする。質問時間を作る etc) 

 

１2．【別添資料（写真・動画等）】 

 

１． 名刺交換会 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



SHIFT TO NEXT ～更なる進化を目指して～ 

 

3 
 

 

 

 

２． クイズ大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


